
春 ･秋用赤外強調画像の出力 
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1. はじめに 4g.

2g.

今回決定 した春 ･秋用階調変換テーブルを Fi に

示すOまた､冬用､夏用それぞれの階調変換テーブル

を Fi ､ 3に示す｡-

H 1 7の赤外画像 画像) と同 じ範囲について､ 年289

気象衛星センターでは､LRFAX図として日本付近

( 1-3℃- 0℃の温度帯 

月20日から､昼間は可視画像 (Ⅰ画像)を､夜間は赤 秋季の大陸北部の地表面温度に相当する温度帯の分解

(b)の強調に よって､春 ･

外画像では判別 しがたい F層雲を強調 した赤外強調画 能を夏用 よりも上げた｡ また､ 0℃ 20℃の温度帯 

(a)の強調によって､下層雲の識別は夏用と同様 可

～ 

像 1589(J画像)を､配信 した｡その後､ 1 年 1

から冬期の雲分布に適 した赤外強調画像を出力 してい

月 15日

1-3℃以下の温度帯は､春 ･秋季の平均的

るc Lか し､夏用､冬用赤外強調画像では判別 しに く 圏界面温度付近 までの雲を､冬用と同様 5段階で表現

い雲分布が春 ･秋季に現れる事が多い｡ このため､春 した｡ 

能である｡ 

9･秋季の雲分布に適 した赤外強調画像を作成 し､ 1

年 3月 15日から出力 したので､その概要を以下に報告

する｡ 
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3. 出力例

789春の気象現象の典型的な例として､ 1 年 4月 9日 

UT -つ画像を用いて作成 した冬用､夏用､春2. 春 ･秋用階調変換テーブルの作成

春には､地面温度の上昇､霧等の雲眉高度の低い雲

の出現､雲最高度の高い積乱雲の出現など､冬期とは

異なる雲分布となる｡ しか し､夏季のような背の高い

積乱雲の出現はまれ である｡ これ らの車を考慮 し､階

調変換テーブルを設定する際､次の点に留意 した｡ 

1)霧等の低い雲 頂高度の下層雲の判別 

2)陸地の温度が最 も低 くなる時間帯での､陸地 と

1g.(

too

L8

91

赤外強調画像を､Ph

時間前の 1 T の地 上天気図 Fi )を見ると､日本

の南岸及び日本海西都に北東進する低気匠があ り､ 日

本付近は気圧Jj細 こ入っているo このため東北から中

国地方では､降水が観測 されている｡

新 しく作成 された春 ･秋用赤外強調画像 と､冬用､

夏用赤外強調画像を比較検討 したCその結果以下の点

が改善されたc 

.秋 用

l､ 2､ 3にそれぞれ示す｡-

雲の判別の容易化 4g.1)温度帯 a (Fi )の強調に より､日本の南海 上

tenertta il iteoroogca

の雲域の南東に伸びる下層雲は､夏用赤外強調画像 と

*気象衛星センター 同様に良 く表現 されている｡ これに対 して冬用赤外強

Me lS elleC 調画像では､ どこまで下層雲があるのか識別が容易で

-57-
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Fig,1 地上天寅図

ない｡ 

2)温度帯 bの強調により､大陸北部の陸地と下層

雲の識別が可能であるが､夏用赤外強調画像では困難

である｡ 

3)温度帯 C､ d､e､ f､ gの強調により､夏用

赤外FBi調画像ではほぼ同一階調に割 りつけられている

低気圧の前面の雲が､冬用赤外強調画像と同様に良く

表現されている｡ 

4. まとめ

春 ･秋季の､茅等の背の低い下層雲､雲頂高度の高


い雲等に適した赤外強調画像を作成 した｡この赤外強


調画像を用いることにより､春 ･秋季における低気圧


に伴う雲の分布の判別等が容易になった｡この結果､
 

1987年 3月15日から､3月15日～5月31日及び10月15


日～11月30日の期間､春 ･秋用の赤外強調画像を出力


することになった｡なお､夏用赤外強調画像は 6月 1
 

(1987年4月 9日18UT)

日～10月14日､冬用赤外強調画像は12月 1日～3月14


日の期間出力されることになった｡

今回採用された階調変換テーブル及び適用期間が最

適であるかどうかは､今後､定盤的な調査 (線度帯毎､

期間毎に出現する温度場をヒス トクラム化する等)に

ょり検討し､より良い赤外強調画像とする必要がある｡

最後に､春 ･秋用赤外強調画像作成にあた り､多く

の参考となる意見を頂いた､解析課の方々に感謝致 し

ます｡
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Photo2 冬用赤外強調画像 
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Fig.3 冬用赤外強調画像変換曲線 
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photo3 春 ･秋用赤外強調画像 
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Fig.4 春 ･秋用赤外強調虚像変換曲線 
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